
 

    ２学期終業式の日に 

終業式を迎え、２学期そして令和元年が、終わろうとしています。 

今学期も、学校教育目標の実現に向け、「めざす子どもの姿」６つを

掲げ、子どもたちと教職員がともに取組を進めてきました。学年に応

じた具体的なめあてを持って、日々の生活や活動に取り組みました。

児童会でも昨年度の役員が作成したキャラクターを受け継ぎ、折に触

れて子どもたちへの意識付けを行っています。子どもによって異なり

ますが、友だち同士で声をかけ合う姿や、担任からの励ましなど、意

識した取組が見られます。11 月末の児童集会では、生活委員会から、

新たな「あいさつ指標」が提示されました。子どもたちのあい

さつの声は朝から元気よく響きますが、「みんなに自分から」

という点では、さらに力をつけていきたいところと考えます。 

また、２学期は、運動会に遠足や社会見学、連合音楽会、人

権にかかわる学習など、さまざまな行事や活動があり、それら

の取組を通して、子どもたちはそれぞれに成長を遂げ、充実し

た毎日を過ごすことができたと感じています。 

教職員にとっては、２学期は授業研究への取組を一層進めた時期でもありました。今年度は

特に英語を中心とした授業研究に取り組んできましたが、校内だけでなく、中学校と連携した

研究の機会も持ち、12 月２日には津市全体に向けても発信するような授業研究に取り組みまし

た。『英語科を中心としたコミュニケーション能力を育てる授業づくり』は研究のテーマですが、

コミュニケーションへの関心や意欲が英語に限らず、さらに向上していくよう、日々の授業の

質を高め、子どもたちの力を育んでいきたいと考えています。授業の中でも、子どもたちの成

長を実感する姿に、たくさん出会うことができ、それは私たち教職員に次への意欲と使命感を

与えてくれています。 

保護者・地域のみなさまには、今学期も学校教育活動にた

くさんのお力添えをいただきありがとうございました。家庭

科や生活科などの学習支援、図書館をはじめ、環境整備など

でもお世話になりました。12月 11日の感謝集会では、日頃

から子どもの安全を見守ってくださる安全パトロールの方

にお礼を伝えました。学期末の大そうじでボランティアさん

をお願いしたところ４名の方に来校いただき、指導しながら

子どもたちと一緒にトイレ掃除をしていただきました。 

冬休みが始まります。ご家庭での団らんや地域での行事など、この時期ならではの貴重な社

会学習の大切な機会です。子どもたちが家族や地域の一員として、充実した冬休みを過ごし、

元気に３学期を迎えられることを、教職員一同、心から願っております。 

 それでは皆さま、どうぞ良いお年をお迎えください。  
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年末年始における学校の体制について 

  12月28日(土)から1月５日(日)までは、休業とさせていただきます。 

  緊急時は、津市教育委員会(TEL229-3244)へお知らせください。 

 

１２月２３日（月） ２学期終業式 

      ２４日（火）～２７日（金）職員勤務日 

      ２８日（土） 休業日 

      ２9日（日）～１月 ３日（木） 年末・年始休業日 

    １月  ４日（土）～５日（日） 休業日 

       ６日（月）～7日(火) 職員勤務日 

 

  ※また、１２月２８日(土)から１月４日(土)までは、学校施設の開放はいたし 

ません。ご理解をお願いします。 

 

1月当初の行事予定 

 

１月 ８日（水） ３学期始業式 短縮3限授業 

 １１：２５頃下校 

９日（木） 給食開始 4限授業 

      １３：１５頃下校 

      身体測定開始（～16日） 

１０日（金） 平常授業開始  

    １３日（月） 成人の日  

１４日（火） 学校創立記念日（創立２８年目）  

   （詳しくは、南が丘小学校だより1月号でお知らせします。） 

 

安全・安心な冬休みの過ごし方について 

お子さんを通して、「冬休みのやくそく」というピンク色の紙をお届けしました。ご家庭でも、

家庭内ルールを設けて事件や事故から子どもたちを守るための声かけをお願いいたします。 

学校で、踏切付近や危険な道路等の通り方などについて指導をしました。交通ルールを守っ

て、交通安全に気をつけてお過ごしください。 

また、不審者情報も寄せられていますので、ご注意をお願いいたします。これら不審者情報

に対し、学校からは絆メールで情報発信をしていますが、これは、学校と地域が連携して子ど

もたちを守るため情報を共有することを目的としています。 

未然防止・再発防止の観点から、情報発信にご理解をお願いいたします。 

 


